
１　業務量（決算書P15）

令和元年度決算 平成30年度決算 増　減 増減率（％）

（人） 97,052 97,121 △ 69 △ 0.07

（件） 29,942 29,523 419 1.42

（㎥） 9,963,603 9,691,255 272,348 2.81

（㎥） 8,892,866 8,808,289 84,577 0.96

（％） 89.25 90.89 △ 1.64 －

２　決算額概要（決算書P1～P4）・・・予算に対する決算状況 (単位：円、税込)

令和元年度決算 平成30年度決算 増　減 増減率（％）

収　入 3,113,041,612 3,099,570,805 13,470,807 0.43

支　出 2,535,126,604 2,543,466,777 △ 8,340,173 △ 0.33

差　引 577,915,008 556,104,028 － －

収　入 956,698,316 877,953,664 78,744,652 8.97

支　出 2,150,939,369 2,170,771,276 △ 19,831,907 △ 0.91

△ 1,194,241,053 △ 1,292,817,612 － －

３　損益勘定（決算書P5～6、P16、P21～23） (単位：円、税抜)

令和元年度決算 平成30年度決算 増　減 増減率（％）

2,991,546,347 2,990,454,526 1,091,821 0.04

2,452,389,087 2,462,508,804 △ 10,119,717 △ 0.41

539,157,260 527,945,722 11,211,538 2.12

－ － － －

527,945,722 547,682,975 △ 19,737,253 －

1,067,102,982 1,075,628,697 △ 8,525,715 －

４　損益勘定の主な増減内容
(1)収 益 増減額　　1,091,821円

増減額(円)

11,425,949

16,000,000

△ 20,188,599

16,347,727

△ 21,626,301

(2)費 用 増減額　　△10,119,717円

増減額(円)

△ 720,950

25,387,504

△ 836,965

△ 40,088,278

H30資産除却による減価償却費の減少（予算額1,253,764,000円、予算差引額△
2,207,534円）

支 払 利 息 元利均等償還及び償還期間満了による減

委 託 料
H30繰越事業ストックマネジメント計画策定委託料（32,076,000円）の増による増
加

区　　　分

区　　　　分 主 な 内 容

下 水 道 使 用 料 年間有収水量の増（84,577㎥増）

当年度未処分利益剰余金

　資本的収入額（翌年度へ繰り越される支出の財源に充当する額23,545,000円を除く。）が資本的支出
額に対し不足する額1,217,786,053円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額33,581,574
円、過年度分損益勘定留保資金38,280,123円、減債積立金133,129,722円、当年度分損益勘定留保資金
735,966,634円、並びに当年度分利益剰余金処分額276,828,000円で補てんした。

令和元年度 可児市下水道事業会計決算の概要

区　　　分

処 理 区 域 内 人 口

使 用 件 数

処 理 水 量

有 収 水 量

有 収 率

区　　　分

収益的収支【３条】

資本的収支【４条】

差引収入
不 足 額

損益勘定

収　益　計

費　用　計

当年度純利益

前年度繰越利益剰余金

その他未処分利益剰余金変動額

長 期 前 受 金 戻 入 資産除却の減に伴う財源の収益化分の減少

高資本費対策分基準繰出額の増による増加

特 別 利 益 一般会計負担金精算（21,637,000円）の皆減による減少

一 般 会 計 負 担 金

国 庫 補 助 金 H30繰越事業ストックマネジメント計画策定委託業務に係る国庫補助金の増加

区　　　　分 主 な 内 容

人 件 費 3条職員人件費（予算額75,214,000円、予算差引額△2,723,817円）

減 価 償 却 費



５　未処分利益剰余金の処分（案）（決算書P7）

　未処分利益剰余金

当年度純利益 539,157,260 円

その他未処分利益剰余金変動額 527,945,722 円

未処分利益剰余金 1,067,102,982 円

当年度未処分利益剰余金のうち

資本金への組入 527,945,722 円 減債積立金への積立 539,157,260 円

↓ ↓

資本金 527,945,722 円 減債積立金 539,157,260 円

翌年度繰越利益剰余金 0 円

６　貸借対照表（決算書P9～10） (単位：円)

令和元年度決算 令和元年度決算

36,999,620,150 13,166,739,155

33,611,764,897 13,166,739,155

3,387,855,253 1,895,242,097

流動資産 549,810,236 1,665,413,601

   現金預金 235,834,595 215,889,671

   未収金 248,725,641  　引当金 6,938,825

　 前払金 64,250,000    その他流動負債 7,000,000

　 その他流動資産 1,000,000 繰延収益 13,185,621,294

13,185,621,294

28,247,602,546

令和元年度決算

7,736,534,347

1,488,000,580

547,682,975

5,700,850,792

1,565,293,493

498,190,511

1,067,102,982

9,301,827,840

37,549,430,386 37,549,430,386

７　企業債残高（決算書P16、P27～30） (単位：円)

当年度償還高

1,689,000,702

資 産 の 部 負 債 の 部

固定資産 固定負債

剰余金

36,044,500,000 21,212,347,244 14,832,152,756

   資本剰余金

   利益剰余金

資本合計

発 行 総 額 償還高累計 未償還残高　

資産合計 負債資本合計

   引継資本金

資本金

   繰入資本金

負債合計

資 本 の 部

   組入資本金

　 未払金

　 長期前受金

　 有形固定資産 　 企業債

　 無形固定資産 流動負債

　 企業債

減債積立金の取り崩しにより現金の裏付けがなくなった剰余金527,945,722円を資本金に組み入れ、当年度純利益の
539,157,260円については「減債積立金」に積み立てます。


